
奥 羽 大 学 報2025年10月31日

奥 羽 大 学 報

静かな佇まいを見せる研修棟

181

目　次
奥羽大学の理念・目的 / 2025年度歯学部教育後援会福岡地域会の開催
2025年度薬学部教育支援者懇談会の開催 / オープンキャンパス ·························	1
小中学生のための化学実験講座・薬剤師プレ講座
2025年第57回全日本歯科学生総合体育大会報告 ···························································	2
全日本歯科学生総合体育大会にて剣道部が団体・個人で第3位入賞
全日本歯科学生総合体育大会にて柔道部が個人戦優勝・準優勝、 団体戦
準優勝 ···················································································································································	3
全日本歯科学生総合体育大会にて歯学部2年・西山浩太朗さんが準優勝
玉井利代子教授が国際学会「IADR/PER 2025」で研究成果を発表
歯学部教員が第39回北海道臨床歯科麻酔学会・第40回東日本歯科麻酔学会で
研究成果を発表 ·······························································································································	4
第66回日本歯科医療管理学会総会・学術大会で医療安全に関する
症例報告を発表 / SCRP日本代表選抜大会に歯学部学生が参加 ··························	5
2025年度 学長裁量経費の採択 ································································································	6
大学院研究経過発表会の開催 / 薬学部卒業研究中間発表会
薬学部卒業研究中間発表会における優秀発表賞
第83回東北地区認定実務実習指導薬剤師養成ワークショップへの参加 ··········	7
第2回FD研修会の開催 / 大学院特別研修セミナーの開催
佐藤歩講師による猪苗代町教育委員会主催研修会での講義
杉田尚寛教授が福島県薬剤師会主催研修会にて講演 ·················································	8
福島県立医科大学医学部形成外科学講座特任教授ならびに
LUISVILLE University Visiting Professor拝命して / ちょっと寄り道 ··········	9	
奥羽大now ········································································································································	10
附属病院自衛消防訓練 / キャンパスの風景 ··································································	11
歯学部新任教授紹介 / 同窓生のひろば ············································································	12
人事 / シリーズ薬用植物園だより2 ···················································································	13
オープンキャンパスの開催 / 特待生募集

通算 第306号



（1） 奥 羽 大 学 報

奥羽大学の理念・目的

理　念

　高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな人材を育成する。

目　的

　奥羽大学は、教育基本法(昭和22年法律第25号)並びに学校教育法(昭和22年法律第26号)に基づき、
広く知識を養うと共に、深く専門の学芸を教授研究し、知的、道徳的及び応用的能力を育成し、
国民の福祉と文化の発展に寄与することとし各学部のその目的は、次の各号のとおりとする。
　1．歯学部は、高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな歯科医師を養成する
　2．薬学部は、高度な専門知識と技術を備えた人間性豊かな薬剤師を養成する

2025年度歯学部教育後援会福岡地域会の開催

　8月2日(土)、福岡ガーデンパレスにて、九州地
域在住の教育支援者を対象とした「福岡地域会」
が開催された。
　学長および歯学部長から、2025年度の教育方
針、教学の現状、ならびに学生支援体制の充実状
況について説明がなされた後、出席した教育支
援者と各学年主任との個別面談が実施され、学
生一人ひとりの修学状況や日常生活の様子につ
いて、きめ細やかな情報共有がなされた。
　地域会は、教育支援者と大学との信頼関係を
深める貴重な機会であり、学生の成長を大学と
家庭が一体となって支えるための大切な架け橋
である。大学から遠い地域にお住まいの教育支
援者とも直接対話できるこのような機会は、大
学の教育責任を共有する上で極めて意義深いも
のである。
　今後も、本学では地域会を通じて教育支援者
との緊密な連携を図り、学生の学びと成長を力
強く支援していく。

2025年度薬学部教育支援者懇談会
の開催

　8月2日(土)、薬学部4年生および6年生の教育支
援者懇談会が開催された。4年生16名、6年生20
名の教育支援者の方に来学いただき、4月からの
教育・学生指導の状況と共用試験や薬剤師国家
試験合格に向けた課題と対策について、各学年
主任から説明が行われた。引き続いて、教育支

援者と学生の配属研究室教員との間で成績、就
職などについて個別面談が行われた。教育支援
者の皆様には、本学の教育、学生指導にご理解と
ご協力を賜り、心より御礼を申し上げる。

オープンキャンパス

　8月9日(土)・23日(土)の2回にわたり、本学にて
オープンキャンパスが開催され、200名を超える
高校生・保護者の参加があった。清浦有祐学長
が挨拶した後、瀬川洋歯学部長、押尾茂薬学部長
が各学部の教育理念、カリキュラム、国家試験合
格支援体制、卒業後の進路について詳しく説明
した。また、キャンパスツアーや模擬授業、体験
実習を通じて、教育内容や研究設備、学生生活へ
の理解を深めてもらった。参加者からは、「教員
と学生の距離が近く安心できる」「実習施設が充
実している」などの声が寄せられ、将来の学び
のイメージを具体的に持つことができたようだ。
　これらからもオープンキャンパスを通じて、
本学の魅力を発信していく予定である。

全体説明会
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小中学生のための化学実験講座・
薬剤師プレ講座

　7月31日(木)、主に郡山市内の小中学生を対象
とした化学実験講座と薬剤師プレ講座が開催さ
れた。
＜化学実験講座＞
　午前は小学3年生以上を対象にした「花火の実
験―炎症反応の謎に迫る―」が行われた。脱脂
綿にエタノールを垂らし、特定の元素源（6種類）
とともに火をつけて炎の色を観察した。元素を
変えるたびに、参加者の小学生から「〇色になっ
た！」等の感情豊かな大きな声が聞こえた。午
後は中学生を対象とした「色素をつくる―身近
にある着色料アゾ化合物―」が行われ、化学反
応を経て作り出される色の変化を熱心に観察す
る参加者の姿が印象的であった。
＜薬剤師プレ講座＞
　午前は小学1年生から体験できる「お薬の分包
をしてみよう！」が開催された。予想を上回る
参加があったため、色付きマーブルチョコレー
トの分包体験以外にも、調剤用軟膏べらを用い
て軟膏つぼへジャムを詰める体験も行われ、大
盛況であった。午後の中学生の部では、「処方せ
んの受付から服薬指導までを体験してみよう！」
が開催され、患者役の保護者に対して、薬剤に見
立てたマーブルチョコの効能や服用時の注意点
が書かれた文書を示しながら、真剣な面持ちで
説明する姿が印象的であった。
　今回の参加者の中から、地域で活躍する薬剤
師が誕生するのが楽しみである。

2025年第57回全日本歯科学生
総合体育大会報告

ラグビーフットボール部門
(兵庫県・ベイコム尼崎陸上競技場)
2024年12月27日(金) ～28日(土)(ラ グ ビ ー フ ッ ト
ボールのみ年末開催)
総合結果：第12位
第1戦　対日本大学松戸歯学部0-33敗
第2戦　対東京歯科大学/神奈川歯科大学/鶴見大
学歯学部合同チーム5-34敗
第3戦　対福岡歯科大学7-46敗
スキー部門(長野県・志賀高原熊の湯スキー場)
3月19日(水) ～23日(日)
上野歩夢(4年)
男子回転部門　6位(入賞)
男子PGS部門　7位(入賞)
男子大回転部門　9位(入賞)
男子個人総合部門　7位(入賞)
男子団体総合部門　9位(入賞)
男女団体総合部門　10位(入賞)
バスケットボール部門
(静岡県・このはなアリーナ)
8月2日(土)
総合結果：予選トーナメント敗退
対神奈川歯科大学63-34勝
対東北大学歯学部53-61敗
対大阪歯科大学47-56敗
アーチェリー部門
(静岡県・つま恋リゾート彩の郷アーチェリー場)
8月2日(土) ～3日(日)

化学実験講座の様子オープンキャンパスでの救命措置体験
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本学からの参加者4名(部門主幹兼務)
西村柑奈(1年)　新人戦女子個人　5位(入賞)
サッカー部門(鹿児島県・桷志田サッカー競技場)
8月3日(日) ～7日(木)
本学からの参加者19名
総合結果：1回戦敗退
1回戦 対松本歯科大学0-5敗
ゴルフ部門(滋賀県・瀬田ゴルフコース)
8月4日(月) ～6日(水)
全国からの参加者
歯学部生男子102名、女子62名、計164名
佐野太陽(5年)　スコア 176(87・89)22位　
杉山拓巳(1年)　スコア 192(101・91)42位　
バドミントン部門
(静岡県・小笠山総合運動公園エコパアリーナ)
8月4日(月) ～7日(木)
全国からの参加者　男子305名、女子243名
戸谷悠人(2年)　男子シングルス部門　16位
準硬式野球部門
(神奈川県・相石スタジアムひらつか、ほか)
8月4日(月) ～8日(金)
総合結果：第4位(入賞)
1回戦　シード
2回線　対昭和大学歯学部　7-5勝
3回戦　対岩手医科大学歯学部　3-9敗
3位決定戦　対広島大学歯学部　0-10敗
空手道部門(埼玉県・明海大学坂戸キャンパス)
8月3日(日)
西山浩太朗(2年)形の部　2位(入賞)
堀　圭介(2年)形の部　4位(入賞)
柔道部門(東京都・講道館)
8月9日(土) ～10日(日)
総合結果：団体戦　第2位(入賞)
川野新太(6年)　66㎏級　優勝
佐藤春斗(1年)　73㎏級　3位(入賞)
大野春樹(1年)　81㎏級　3位(入賞)
剣道部門(東京都・BumB東京スポーツ文化館)
8月9(土) ～10日(日)
総合結果：公式団体戦　第3位(入賞)
渡部浩太郎(1年)、佐藤祐輔(2年)、遠藤実穂(2年)、
油井桃香(3年)、渡邉雄一郎(3年)
油井桃香(3年)　女子個人戦　3位(入賞)
遠藤実穂(2年)　女子個人戦　3位(入賞)

全日本歯科学生総合体育大会にて
剣道部が団体・個人で第3位入賞

　8月9日(土)・10日(日)、BumB東京スポーツ文化
館において開催された「第57回全日本歯科学生
総合体育大会剣道部門」に本学剣道部が出場し、
優秀な成果を収めた。
　団体戦においては、第3位(渡部浩太郎さん、佐
藤祐輔さん、遠藤実穂さん、油井桃香さん、渡邉
雄一郎さん)という快挙を達成した。女子個人戦
では、昨年以上に各校から強く警戒されながら
も、油井桃香さん、遠藤実穂さんの両名が準決勝
に進出し、堂々たる戦いぶりを見せて第3位とな
り、輝かしい成績を収めた。
　剣道部員たちの真摯な稽古の積み重ねと、仲
間を信じ合う絆が、この成果を生み出した。そ
の姿は学業と課外活動を両立しながら挑戦を続
ける奥羽大学生の精神を象徴するものであった。
　今大会で得られた経験と誇りは、部員一人ひ
とりの大きな財産となり、今後のさらなる飛躍
へとつながっていくことであろう。

全日本歯科学生総合体育大会にて柔道部
が個人戦優勝・準優勝、 団体戦準優勝

　8月9日(土)・10日(日)、東京都・講道館にて「第
57回全日本歯科学生総合体育大会柔道部門」が
開催され、本学歯学部柔道部が殊勲を立てた。
　個人戦では、66kg級において6年生の川野新太
さんが堂々の優勝を飾り、73kg級の1年生・佐藤
春斗さん、81kg級の1年生・大野春樹さんがそれ

左から、遠藤実穂さん、渡部浩太郎さん、清浦有祐学長、
佐藤祐輔さん、顧問古山昭講師、渡邉雄一郎さん、
油井桃香さん
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ぞれ準優勝を獲得、さらに団体戦でも準優勝と
いう見事な成果を収めた。
　本大会での活躍は、日々の稽古に励み、粘り強
く挑戦を重ねてきた部員たちの努力の結晶であ
り、また世代を超えて引き継がれてきた柔道部
の伝統と結束力の賜物である。
　奥羽大学歯学部柔道部員は、競技を通じて培
われる精神力・忍耐力・友情を大切にし、学業
と両立しながら人間的成長を遂げている。今回
の輝かしい成果は、学生たちの未来への大きな
自信となり、誇りをさらに高めるものとなった。

全日本歯科学生総合体育大会にて歯学部
2年・西山浩太朗さんが準優勝

　8月3日(日)に埼玉県坂戸市で開催された「第57
回全日本歯科学生総合体育大会空手部門」にお
いて、本学歯学部2年の西山浩太朗さんが「男子
型」で準優勝という輝かしい成果を収めた。
　西山さんは、日々の学業に真摯に取り組むと同
時に、厳しい鍛錬を重ねて空手の技を磨き上げて
きた。その成果が今回の快挙に結実したことは、
まさに文武両道を体現する姿であり、同じ志を持
つ学生たちにとって大きな励みとなるものであ
る。また、西山さんが空手を通して培った礼儀・
礼節、そして仲間への思いやりの心は、将来、患
者さんと真摯に向き合う歯科医師としての成長
を支える大切な資質となることであろう。
　本学は、学問とともに人間性を磨き上げ、社会
に信頼される医療人を育成する場である。西山
さんの活躍は、本学が大切にしてきた教育理念
の誇るべき結晶である。

左から、佐藤春斗さん、清浦有祐学長、川野新太さん、
大野春樹さん

玉井利代子教授が国際学会「IADR/
PER 2025」で研究成果を発表

　歯学部口腔病態解析制御学講座の玉井利代子
教授が、6月25日(水)から28日(土)にスペイン・バ
ルセロナで開催された第103回国際歯科研究学会
総会(103rd General Session & Exhibition of the 
IADR / Pan European Region)において、最新の
研究成果を発表した。発表演題は「Alendronate 
augments lipid A-induced IFN-β production 
and Nur77 expression(アレンドロネートはリピ
ドAが誘導するインターフェロンβ産生とNur77
発現を増強する)」。アレンドロネートは骨粗鬆
症の治療薬として広く用いられているが、本研
究ではその免疫調節作用に着目し、リピドA刺激
下でのインターフェロンβ産生および転写因子
Nur77の発現への影響を明らかにした。

歯学部教員が第39回北海道臨床歯科麻酔学会・
第40回東日本歯科麻酔学会で研究成果を発表

　7月12日(土)、札幌市にて開催された「第39回北
海道臨床歯科麻酔学会・第40回東日本歯科麻酔
学会」において、歯学部口腔外科学講座歯科麻酔
学分野の教員3名が最新の研究成果を発表した。
　高橋晃司助教が「日帰り全身麻酔の覚醒時に
激しい術後せん妄を呈した1例」、大山由人助手
が「顎変形症の術後管理中に換気不全が生じた1
例」、五十嵐淳美助手が「医科との医療連携によ
り安全な全身麻酔を提供できた1症例」と題する
臨床報告を、それぞれ口演にて行った。いずれ
の発表においても、実際の臨床現場で遭遇した
課題に対して的確な対応を行った経緯が詳細に
紹介され、参加者からは多くの質問や意見が寄
せられるなど、活発な学術的討議が行われた。

高橋晃司助教 大山由人助手 五十嵐淳美助手
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第66回日本歯科医療管理学会総会・学術
大会で医療安全に関する症例報告を発表

　7月19日(土)・20日(日)、那覇市で開催された「第
66回日本歯科医療管理学会総会・学術大会」に
おいて、歯学部口腔外科学講座歯科麻酔学分野の
教員4名が、医療安全に関する学術発表を行った。
　若松慶一郎助教は「ICUでの経鼻挿管による
人工呼吸管中に気管チューブが閉塞した症例」、
佐藤 光講師は「非けいれん性てんかん重積に
より緊急搬送された1症例」、吉田健司准教授は

「West症候群を伴った重度知的能力障害者の全
身麻酔処置後に誤飲を生じた症例」、川合宏仁教
授は「輸液剤の漏れによる停電に対し、輸液剤
の位置的改善を必要とした事例」を発表した。
　これらの報告はいずれも、臨床現場における
稀少かつ複雑な症例に対する高度な対応と、安
全性の確保に向けた実践的知見を提示したもの
であり、学会参加者から多くの注目と質問を集
め、活発な議論が交わされた。
　本学教員による発表は、歯学部が専門性と実践
力を兼ね備えた診療体制を有していることの証
左であり、日々の臨床において高い水準の麻酔・
救急管理・障害者歯科医療を実践していること
を国内外に発信する貴重な機会となった。また、
発表者は他大学や一般開業医による多様な発表
に接し、新たな知見の獲得と相互交流を深め、今
後の診療および教育に資する有益な情報を持ち
帰ることができた。

発表会場にて

SCRP日本代表選抜大会に歯学部学
生が参加

　8月5日(火)、日本歯科医師会スチューデント・
クリニシャン・リサーチ・プログラム(ＳＣＲＰ)
が日本歯科医師会館で開催され、本学5年生の
金昌桓さんが、Analysis of diagnostic accuracy 
using three-dimensional images of dental cone-
beam CT (歯科用コーンビームCTの三次元画像
による診断精度の解析)と題した発表を行った。
　本大会は、年に1回開催される歯学部学生の研
究発表会であり、今回は18歯学部の代表が発表
した。世界大会の日本予選を兼ねており、発表
および質疑応答は英語で行われた。

発表をする金昌桓さん
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2025年度 学長裁量経費の採択

　本学では、大学の根幹を成す研究活動の推進とその高度化を図るため、「学長裁量経費」制度を設け、学
内公募を実施している。この制度は、先進的な研究の推進を支援するとともに、本学の研究力向上と学術
的存在感の強化を目的とするもので、厳正な審査を経て、学長の裁量により配分される。
　2025年度は、歯学部13件、薬学部13件の計26件が採択された。採択された教員は、卓越した研究成果を
挙げることが期待されている。本制度は今後も継続的に実施し、研究意欲に溢れる教員を支援する。

No. 研　究　課　題 教員名

1 光重合型歯科矯正用接着材で接着したブラケットの安全な接着術式の確立 岡崎智世

2 歯周炎患者に対する包括的歯周治療のGOHAI評価 山﨑厚作

3 デジタルソリューションを駆使した顎変形症治療の確立 川鍋　仁

4
大規模災害発生後の避難所における0.1%リン酸化オリゴ糖配合口腔保湿剤によるエ
ナメル質再石灰化効果の検討

南　健太郎

5 歯以外の臓器におけるアメロジェニン遺伝子発現についての検証 山田嘉重

6 自閉スペクトラム症患者口腔内におけるCandida spp.の局在について 加川千鶴世

7 方言面接調査を介した傾聴支援―方言の心理療法的効果に着目して― 本多真史

8 唾液タンパク質発現パターンを用いた効率的な舌痛症治療法の構築 古山　昭

9 抗がん剤に耐性をもつ「多核がん細胞」を効率的に死滅させる治療法の開発 荒木啓吾

10 咬頭系器官の靭帯における加齢変化に伴う線維組成について 芹川雅光

11 軟体動物腹足類神経系におけるアセチルコリン作動様神経の分布と発生過程 大須賀謙二

12 先天性知覚異常の一因は、頭部神経堤細胞の移動と分布誘導の錯乱か？ 今井　元

13
窒素含有ビスフォスフォネートが引き起こすcGAS発現増強によるウイルス、細菌ま
たは真菌感染症抑制メカニズムの解明

玉井利代子

14 過活動膀胱治療薬であるミラべグロンの類縁化合物の合成研究 石山玄明

15 トラウマ記憶の汎化と誤った文脈的恐怖記憶を想起する脳内神経機構の解明 関　健二郎

16
発達障害関連因子DCLKIによる微小管結合タンパク質MAP7D1のリン酸化を介した
軸索伸長制御機構の解明

古泉博之

17 核内受容体ビタミンD受容体の活性化機構の解析 佐久間　勉

18 有機分子触媒を用いた選択的分析手法の高感度化 小野哲也

19
重症肺炎に導くレジオネラのマクロファージ内増殖に必須なレジオネラ小胞内への
鉄供給に関わるエフェクター Lpw―30711の新規発現ネットワーク解析

三宅正紀

20 生薬「カンゾウ」の特産地化を目指した基盤技術の開発及び応用 村田清志

21
コバルト錯体を用いたオレフィンの位置異性化反応による2,3-二置換クロモン誘導体
合成法の開発とその応用

金原　淳

22 Pd触媒/Cu試薬を用いる完全置換型2-アミノジヒドロピリミジンの合成 西村良夫

23 インターロイキン-17Aによって発現変化を受ける脳内分子の網羅的探索 若林千里

24 メタボリックシンドロームの制御に向けたFOG-2分解系の機能解明 西屋　禎

25 有機ラジカル電池の開発を目的とした高活性ニトロキシルラジカル修飾電極の作製 柏木良友

26 ウシ栄養膜細胞の二核化誘導法の開発 櫻井敏博
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大学院研究経過発表会の開催

　2025年度の大学院歯学研究科研究経過発表会
が、8月28日(木)にオンラインで開催された。来
年度に学位申請を行う予定の10名の大学院生が、
現在までの研究成果および今後の研究の展開に
ついて発表を行った。いずれの発表も大学院入
学後から現在まで、日々研究を積み重ねてきた
ことが伺われる内容であり、論文作成に向け順
調に進捗している状況が披露された。発表に対
しては大学院教員から多くの助言が与えられ、
学位論文の質向上に貢献する有意義な発表会と
なった。

薬学部卒業研究中間発表会

　7月4日(金)に薬学部6年生による卒業研究中間
発表会が開催され、83名の学生がポスター発表
を行った。これから卒業研究を開始する5年次以
下の薬学部学生からも多くの質問があり、活発
な議論が行われていた。卒業研究は科学的根拠
を基に問題を発見・解決する態度とプロセスを
修得することを目的として行われるもので、発
表を終えた6年生は、これらの研究内容をまとめ
て卒業論文を完成させる。

薬学部卒業研究中間発表会における
優秀発表賞

　7月4日(金)に開催され、薬学部6年生83名が発
表を行った卒業研究中間発表会において、特に
優れた発表に送られる優秀発表賞が大沼楓果さ
ん、寺崎匠さん、生田目渓さん、廣野利瑛さん、

ポスター発表の様子

吉田衣歩さんの5名に授与された。表彰式では、
押尾茂薬学部長より賞状と副賞が手渡された。

第83回東北地区認定実務実習指導薬
剤師養成ワークショップへの参加

薬学部　小林　洋平
　9月14日(日) ～15日(月)の2日間にわたり、山形
県薬剤師会館にて開催された第83回東北地区認
定実務実習指導薬剤師養成ワークショップに参
加した。本ワークショップは、薬学部5年次の実
務実習において、学生を薬局や病院に受け入れて
指導できる「指導薬剤師」を養成することを目
的として開催されたものである。当日は、講義
に加えて、実務経験5年以上の薬剤師と大学教員
1名の計10名で構成されたグループでディスカッ
ションが行われた。実際の実務実習を想定した
場面を設定して、学生指導のあり方や教育方法
について意見を交わした。特に、学生の主体性
を尊重しながら成長を支援するためのコミュニ
ケーションやフィードバックの重要性について、
様々な視点から議論を深めることができた。本
ワークショップの内容は実務実習に限らず大学
での教育にも通じるものであり、参加者同士で
の意見交換を通して、教育に対する考え方を学
ぶ貴重な機会となった。今回得た知識や学びを、
講義の準備や学生との接し方などに活かしてい
きたい。

左から、吉田衣歩さん、廣野利瑛さん、押尾茂薬学部長、
寺崎匠さん、大沼楓果さん
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第2回FD研修会の開催

　9月19日(金)、第2回全学FD研修会が開催され
た。本学歯学部21期卒業生で、東北大学大学院
歯学研究科教授であり、国際的にも著名な免疫学
者である多田浩之博士を講師としてお迎えした。
　多田教授は、長年にわたり口腔微生物学・免
疫学分野の先端的研究を牽引され、数多くの優
れた成果を国内外に発信してこられた第一人者
である。本研修会では、研究と教育の双方をい
かに高い水準で融合させ、大学の学術的責務を
果たしていくべきかについて、深い洞察に満ち
たご講演を賜った。
　今回の研修会は、本学が「研究・教育一体の
学術拠点」として更なる飛躍を遂げるための重
要な契機となった。

大学院特別研修セミナーの開催

　2025年度第2回の大学院特別研修セミナーが、
9月12日(金)に開催され、大学院生と歯学部・薬
学部教員計71名が参加した。講師は、藤田医科
大学腫瘍医学研究センター長佐谷秀行先生にお
引き受けいただいた。佐谷先生は、がん幹細胞
研究の分野で国際的に高く評価されている第一
人者であり、数多くの成果が世界的な学術誌に
掲載され、がん研究の発展に貢献してこられた。
講演では、長年にわたる研究の核心に迫るとと
もに、未来のがん医療を切り拓く展望について、
深い洞察と情熱に満ちたお話を賜った。本学の
大学院生・教員一同にとって、研究意欲を高め
る機会となった。

佐藤歩講師による猪苗代町教育委員会
主催研修会での講義

　8月22日(金)、猪苗代町教育委員会主催の研修
会が猪苗代町立猪苗代第二小学校で開催され、歯
学部で心理学を担当するとともにカウンセラー
でもある佐藤歩講師が「第1回Q-Uテストの結果
を受けての2学期以降の具体的な対応」と題して
講義を行った。
　Q-Uテストとは、児童生徒の学校生活の満足
度や学級集団の状態が測定でき、学級崩壊やい
じめ、不登校の早期発見や予防、学級経営の指針

づくりに活用することができる心理検査である。
前半は、結果表の読み取り方についての理解を
図り、後半は2学期以降の対応策を参加者全員で
考える演習が行われた。
　2学期からすぐに活用できる具体的な対応策を
積極的に提案してくださる先生方の姿から、学
習や活動に主体的に取り組む子どもたちが目に
浮かぶ研修会となった。

杉田尚寛教授が福島県薬剤師会主催
研修会にて講演

　10月17日(金)、福島県薬剤師会主催による「学
会発表スキルアップ研修会～研究のコツを学ぼ
う～」がオンライン(Zoom)形式で開催された。
　本研修会は、これから学会発表に挑戦したい
方、これまでの発表経験をさらに発展させ、より
質の高い研究へとつなげたいと考えている薬剤
師を対象に企画されたものである。研究計画の
立案から発表に至るまでの実践的なスキル向上
を目的とし、県内外から約90名が参加した。
　薬学部医療薬学分野の杉田尚寛教授は、「今さ
ら聞けない研究発表について(初級編)」と題して
講演を行った。講演では、研究発表を行う際の
基本的な心構えや分かりやすく魅力的に伝える
ための工夫、研究テーマ設定の要点などについ
て、具体的な事例を交えながら解説し、参加者か
ら大きな反響が寄せられた。
　今後も本学では、地域の薬剤師の方々と連携
し、学術的知見と教育実践の成果を社会に還元
する取り組みを積極的に推進していく。

講義する佐藤歩講師
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ちょっと 寄り道 近世庶民文化の形成

　集権的封建制の精神的バックボーンは儒教であった。徳川家康は林羅山を政治顧問に加え、文
教政策を重視し、儒教、とりわけ朱子学中心の文治主義を採り入れた。このような封建社会にお
ける平和は、特異な江戸庶民の花を咲かせることになる。これまでの文化は､ 貴族や僧侶の掌中
に帰していたものが､ 幕府の学芸奨励も手伝い、下層階級にまで伝播し、武士や町人、つまり国民
文化、町人文化として栄えたのである。
　経済の支配者は町人であった。自給自足経済から貨幣経済へと移行が進み、町人が力を発揮し
た時代であった。このように一般庶民の間に時代のゆとりが生じてくると、新興階級としての町
人の芸術、文化が形成され、元禄文化はその頂点に達するのである。
　この時代はまた、今までにない商業出版が営業として確立した。キリシタン版の西洋活字や古
活字版は、わが国には定着しなかったが、整版本が再び盛況を迎えるのである。整版は主に桜の
版木に一丁ずつ絵や文字を彫刻する技術であるから、高額な費用と技術を必要とするが、一度彫
り終わると何度でも印刷できるため、千部単位での版本が可能であり、これは古活字版の10倍に
相当するものであった。
　読者人口が増えてくると､ 書籍を出版､ 販売する書肆が誕生し､ 書肆が誕生すると、読者人口が
増えてくるという具合で、結果として、一般人にも本が流通し始めた。本を売り歩く本屋が出現
し、草双紙などの通俗本が流布し、大衆読者が成立するのである。貸本屋も登場してきて、図書館
的な機能を果たしてくるのである。ちなみに書肆の類語には本屋、書林、書物屋、書物所、書籍所、
物之本屋、書房、書鋪、書斎などがある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(Ａ)

福島県立医科大学医学部形成外科学講座特任教授
ならびにLUISVILLE University Visiting Professor拝命して

歯学部成長発育歯学講座　　川鍋　仁
　この度、福島県立医科大学医学部形成外科学講座特任教授ならびにアメリカ合衆国のLUISVILLE 
UniversityのVisiting Professor(非常勤教授)を拝命いたしました。
　2016年から現在に至るまで、福島県立医科大学形成外科と奥羽大学矯正歯科は口唇口蓋裂患者
に対してチーム医療を行なってきました。また、研究面においてもこの間共同で行った研究成果
を英文4編、和文4編(トータルインパクトファクター :12)として公開しました。さらに、2017年か
ら毎年、非常勤講師として医学部第3学年の学生講義を担当させていただき学生教育にも注力して
まいりました。その結果として、特任教授の称号を付与していただけたものと考えております。
　一方、LUISVILLE UniversityのVisiting Professor 拝命理由と致しましては、2016年にOHIO 
University留学中に共同研究をさせていただいておりました成果を論文として発表したことの評
価。また、留学中とその後数年にわたる非常勤講師としてのレジデントに対する矯正治療テクニッ
クの指導についても当時の主任教授より評価をいただき、この度、LUISVILLE Universityにてレ
ジデントの指導と診療のオブザーバーとしてVisiting Professorの称号をいただけたとのことでし
た。
　浅学の身ではございますが、福島県の医療の発展ならびに奥羽大学の発展のために少しでもお
役に立てるように全力で取り組んで行く所存です。
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　今年、5年ぶりに開催され
た第28回奥羽大学学園祭「奥
羽祭」は、学生・教職員・地
域の皆さまのご協力のもと、
盛況のうちに無事幕を閉じま
した。新型コロナウイルスの

影響で長らく中止が続いていたこともあり、
再開にあたっては「うまく運営できるだろう
か」「お越しいただく方々に楽しんでもらえ
るだろうか」といった不安も少なくありませ
んでした。しかし、学友会をはじめ、各サー
クルや有志団体、実行委員会の学生たちが一
丸となって試行錯誤を重ねた結果、多くの笑
顔と活気にあふれる学園祭を実現することが
できました。
　当日は、模擬店やステージ発表、研究紹介
など、それぞれの場面で学生たちが日頃の成
果や個性を存分に発揮しており、久しぶりに
キャンパス全体が賑わいに包まれました。来
場された地域の方々からも「楽しかった」「学
生たちの姿に元気をもらった」といった声を
多くいただき、奥羽大学が地域に根ざした大
学であることを改めて実感する機会ともなり
ました。
　一方で、久々の開催ということもあり、運
営面や準備段階でいくつかの課題も見えてき
ました。たとえば、当日の動線確保や広報の
在り方、各部署間の連携など、改善すべき点

が明らかになりました。しかし、これらの経
験は決して後ろ向きなものではなく、次回以
降の学園祭をより良いものへと発展させるた
めの大切な学びとなりました。今回得られた
反省と成果を学生間で共有し、今後の行事運
営や大学生活全体に活かしていけることと思
います。
　5年ぶりの奥羽祭は、まさに「ゼロからの再
出発」と言えるものでしたが、学生たちが自
ら考え、協力し合い、困難を乗り越えて形にし
たその姿は、奥羽大学の新たな力強さを感じ
させるものでした。この経験を通じて得た結
束と達成感が、今後の学生生活や学内活動の
原動力となっていくことを期待しています。
　最後に、開催にあたりご支援・ご協力を賜
りました地域の皆さま、教職員の方々、そし
て何より準備から当日運営まで尽力した学生
の皆さんに、心より感謝申し上げます。今回
の学園祭が、次なる奥羽大学のさらなる発展
への一歩となることを願っております。

第28回奥羽大学文化祭「奥羽祭」を終えて

第28回奥羽祭実行委員長
奥羽大学歯学部　第4学年　松信　秀駿
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附属病院

自衛消防訓練 

　6月17日(火)、附属病院において今年度1回目の自衛消防訓練が実施された。訓練は、1．地震発生時の避
難誘導、2．火災発生時の通報連絡・119番のかけ方、3．火災発生時の避難誘導、4．救助袋による避難訓
練の順で行われた。
　その後、1階玄関ホールにて様々な消防設備の取り扱い説明を受けた後、参加者による消火訓練が実施
された。今回の自衛消防訓練には62名にのぼる参加者があり、皆真摯に訓練を行なっていた。

　本学構内の一角に、平屋建て純和風の研修棟がある。広間には、開放的で寛ぎのある座敷があり、
何ともいえない安らぎを感じる。内障子戸を開くと、広々とした廻遊式庭園を楽しむことができ
る。
　ここでは、茶道が行われることがある。茶道を通じて「一期一会」の精神や「わび」の心を学
ぶことができる。茶道は、シンプルな道具や空間の中にこそ、心の通い合いや自己内省の機会を
提供し、自己の内側から湧き出る意欲と能動性の重要性を象徴する。特に、千利休の教えは、質素
さや自然との調和を重視し、外面的な華やかさにとらわれず、内面を磨くことの価値を伝えてい
る。
　現代社会においても、他者からの指導だけでなく、自発的な学びや好奇心を持つことが、深い理
解やスキルの習得に不可欠である。困難や失敗に直面したときこそ、自らの意欲を持ち続けるこ
とが大切であり、千利休の精神は、自己と向き合い続けることの価値を教えている。「その道に入
らんと思う心こそ我が身ながらの師匠なり」という言葉は、現代の効率性重視の風潮に対して、
自らの内なる声に耳を傾け、自発的に学び続ける姿勢の重要性を示している。

(文　本多真史)

その道に入らんと思う心こそ
我が身ながらの師匠なりけり

千利休

救助袋による避難訓練消火訓練をする教職員



奥 羽 大 学 報 （12）

用試験や国家試験の合格率向上にも貢献できる
よう、教育活動に力を尽くしてまいります。
　最後になりますが、奥羽大学のさらなる発展
に、微力ながら貢献してまいりたいと考えてお
ります。今後ともご指導ご鞭撻のほど、何卒よ
ろしくお願い申し上げます。

同窓生のひろば 歯学部

佐藤 穏子(歯学部17期生)
　同窓生の皆さんこんにちは。
歯学部17期生の佐藤穏子で
す。学報への原稿依頼を頂戴
しましたので、大学の近況や
歯学生の現状など書かせてい

ただきます。乱文ですがご容赦ください。
　まずは簡単に自己紹介させていただきます。
私は卒業してすぐに研修医として歯科保存学第
Ⅱ講座に在籍し、研修修了後から同講座に助手
として勤務いたしました。大講座制への移行と
いう全国的な流れに沿って、本学も2004年に大
講座制となり歯科保存第Ⅰ、第Ⅱ講座は歯科保
存学講座となり、3分野(歯周病学、保存修復学、
歯内療法学)が一つの講座としてそれぞれの専門
分野の研鑽に努めております。その間も私は歯
内療法学分野で助手、講師として勤務を続け、本
年4月から准教授を拝命し、医局員とともに学生
教育、研究、診療に日々励んでおります。
　今の歯学生は4年次にCBTとOSCE、5年次に
CPXとCSXという共用試験に合格することが歯
科医師国家試験受験のための条件となっていま
す。共用試験開始時から本学ではOSCEは診療室
で、CSXは実習室に給水系がついている実習台が
受験生の半分しかないため、午前・午後の2部制
で試験を行ってきました。病院を休診せずにス
ムーズなOSCEを行うため、また5年生が一斉に
CSXを受験できる環境を整えるため、現在、大学
は中央棟の改修工事を行っています。新しい実
習室の完成後は、共用試験で使用するユニット
で年間を通して基礎実習も行うことができるよ
うになります。共用試験は学生にとって国家試
験につながる大切な試験です。必要な知識・技
術・態度を学生が習得できるよう、またそれら
を試験で最大限に発揮でき、素晴らしいパフォー
マンスができるよう教員一同努力しております。

歯学部新任教授紹介

　歯学部
　口腔病態解析制御学講座

教授　遊佐 淳子
　2025年4月1日付けで歯学部
教授(口腔病態解析制御学講座
口腔病理学分野担当)を拝命い
たしました遊佐淳子と申しま

す。
　これまで多くの先生方には公私にわたり温か
いご指導とご厚情を賜りましたこと、厚くお礼
申し上げます。
　私は栃木県宇都宮市の出身で、私立作新学院
高等部を卒業後、東北歯科大学から奥羽大学へ
と名称が改められた年度でもある1989年(平成元
年)に、第18期生として奥羽大学歯学部に入学し
ました。学部卒業後は奥羽大学大学院歯学研究
科に進学し、山崎(福岡)章教授のご指導の下、口
腔病理学を専攻しました。大学院修了後は、当
時の口腔病理学講座に所属し、現在に至るまで
口腔病理学に関わる教育活動および研究活動に
従事しております。
　大学院での研究では、移植片対宿主病(GVHD)
における口腔粘膜病変を免疫組織化学的および
電顕的に解析し、学位を取得しました。その後は、
大理石骨病マウスを用いた骨代謝研究、歯科用
レーザー照射による生体組織の変化過程の解明、
がん細胞の浸潤・増殖に伴う組織破壊メカニズ
ムの解明などを、主に形態学的手法により行っ
てまいりました。現在は、頭頸部疾患の診断病
理学を主なテーマとして研究を進めております。
口腔病理学を学ぶことは、口腔領域に発生する
様々な疾患の原因、発生機序、転帰などを明らか
にし、正確な診断、適切な治療方針の決定、予後
の推測など、臨床における意思決定を支援する
ことにあります。すなわち、口腔病理学は、基礎
医学(病理学)と臨床医学(臨床歯学)を結びつける
重要な学問であり、歯科医師が臨床において的
確な診断と治療を行い、患者のQOL向上に寄与
するための基盤となります。したがって、臨床
歯学を学ぶ前に口腔病理学を十分に理解できる
よう、講義および実習の充実に努めてまいりま
した。今後も、高度な専門知識と技術を備えた
人間性豊かな歯科医師を育成するとともに、共
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　ドクダミは1回目に紹介したゲンノショウコ(現証拠)、センブリ(当
薬)とセットで日本の代表的な三大民間薬です。ドクダミは小さな白
い花を咲かせますが、生命力がとても強く、日陰でも地下茎を縦横無
尽に張りあちこちに繁茂するため除草に苦労している方も多いと思います。ドクダミはドクダミ科
の植物で薬用には花期に地上部全草を用います。生葉は精油の特徴的な生臭いにおいがあり一度体
についたらやっかいですが、ドクダミ茶のように乾燥させるとにおいは消えて飲みやすくなります。
ドクダミ茶は便秘、高血圧、皮膚病などの体質改善が期待できるので愛飲している方も多くいらっ
しゃいます。乾燥させて保存すると茶色くなりますが、見た目を気にするなら、生葉を熱湯で茶色
くならない程度にさっと湯通しすると緑色が長く保持されます。その他ポリフェノールの一つフラ
ボノイド成分のクエルシトリンを含むため抗酸化作用があり、美肌効果が期待され、飲用だけでは
なく湿布や化粧料としても使われることもあります。その名前は臭気由来の毒溜(どくだみ)のほか、
昔から毒消しとされてきたことから毒矯み(どくだみ)という説もあります。便通薬、利尿・消炎作
用があり、生葉の煎汁は水虫、たむしなどの皮膚疾患に使用するなど数多くの効能効果があり、十
の薬効があるので十薬(じゅうやく)、また重要な薬草なので重薬(じゅうやく)ともいわれます。白い
花のように見えるのは本当は葉に近い性質の苞で、真の花は花茎の周りに密生しています。

(薬学部　村田清志)

ドクダミ
2

薬用植物園だより薬用植物園だより
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　これからも本学の教育理念「高度な専門知識
と技術を備えた人間性豊かな医療人の育成」の
ため、分野の先生方とともに微力ながら本学学
生たちのためできる限りの支援をしていく所存
です。今後ともご指導ご鞭撻のほど、よろしく
お願いいたします。

人　事

＜採用＞

竹 中 麻 鈴 看 護 師 病 院 医 療 部 6月1日付

橋　本　麻己子 事 務 職 員 学 事 部 7月1日付

＜定年＞

山 崎 信 也 教 授 口腔機能分子生物学 9月4日付

＜再任用＞

山 崎 信 也 教 授 口腔機能分子生物学 9月5日付

＜退職＞

早　川　千夏子 准 看 護 師 病 院 医 療 部 6月30日付

淺 倉 卓 弥 助 教 附 属 病 院 7月31日付
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 歯科衛生士科  歯科技工士科

東北歯科専門学校奥羽大学
姉 妹 校

〈お問い合わせ先  企画・広報課〉 〒963-8041 福島県郡山市富田町字三角堂31番1　TEL：024-932-8995　FAX：024-933-7372　E-mail：info@ohu-u.ac.jp

オープンキャンパス

10：00～ （5分）
10：05～ 2（ 5分）
10：30～ 54（ 分）
11：15～ 01（ 分）
11：25～ 03（ 分）
12：10～

オリエンテーション
学部紹介・入試説明
ミニ講義・体験実習
休憩
キャンパス見学
個別相談・学食体験

　〉 部学歯 〈 ルーュジケスの日当

10：00～ （5分）
10：05～ 03（ 分）
10：35～ 01（ 分）
10：45～ 03（ 分）
11：15～ 03（ 分）
11：45～ 
12：30～ 

オリエンテーション
学部紹介・入試説明
休憩
卒業生の職場紹介
キャンパス見学
個別相談・学食体験
午後の部

　〉 部学薬 〈 ルーュジケスの日当

医療法人辰星会 桝記念病院様
株式会社ハシドラッグ様

卒業生の職場紹介

入試問題解説、調剤体験、化学実験・展示、個別相談、
在学生・卒業生への質問コーナー、薬学部棟見学

午後の部の内容 QRコードから友達追加
してください。

奥羽大学LINE
公式アカウント

入試やイベントの
最新情報を配信

オープンキャンパスの
申し込みも可能

■ 要事前予約
　（LINE公式アカウント、又はホームページからお申し込みください）
■ 全日程保護者同伴可（保護者のみの参加も可能です）
■ JR郡山駅から無料送迎バス（郡山駅発 9：20、大学発 13：30）

 　LINE公式アカウント
又はホームページからお申し込みができます

要事前予約

私は社会人から
転向しました

私は高校３年生で
決めました

オ ウ ウ ダ イ ガ ク

3 20金2026 春分の日
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